
対処態勢検討WG（深刻度判断基準に関する検討）について

３．今後のスケジュールのイメージ

１．取組の概要

重要インフラサービス障害の深刻度や当該障害に関する情報の重要度に応じて影響範囲や対処行動等が異なってくること

も踏まえ、関係主体間で認識の共有を図り、迅速な対応要否等の判断に資するため、下表のとおり、重要インフラサービス障

害に係る深刻度の判断基準の例を設け、具体化に向けた検討を進める。

（第４次行動計画別添抜粋）

２．深刻度判断基準を作成する目的

① 可視化された深刻度により、発生した事象について関係主体間での共通

の理解を助ける（客観性、国際的整合性に留意）

② 深刻度レベルを政府の対応を判断する基準とする

③ 事象に関する情報共有の体制や方法の基準とする

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

●専門調査会 　　　      ●専門調査会 ●専門調査会

　　WG再開のお知らせ 　　　　　　  WG検討状況報告 　　　WG結果報告

　　　暫定版を公表

　　●WG④ ●WG⑤ 　　　　　●WG⑥

　　　　目的・スコープの確認 　　中間とりまとめ 　　　　　　　　WG案とりまとめ

　　　　評価指標の議論 　　過去事例のイメージ確認

　　　　評価手法の議論

２０１７年度

検討のための素案（2017.4.18戦略本部資料）
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